
〈心身障害学級 「個別の教育支援計画」部会〉

研究主題

「心身障害学級(固 定学級 ・通級指導学級)に 在籍又は通級する児童 ・生徒一人一

人の教育ニーズに応 じた個別の教育支援計画の開発」

研究の概要

心身障害学級においては、個別指導計画の作成が定着 してきたところである。

本部会は、教育、保健 ・医療、福祉、労働等 と連携 し策定す る 「個別の教育支援計

画1の 普及に努 めてい くため、以 下の研究開発を行った。

O心 身障 害学級(固 定学級 ・通級指導 学級)の 「個別 の教育 支援 計画」 の書式と

策定手順について

O支 援組織の構 築 と 「個別 の教育 支援計画」の活用について

O心 身障害学級(固 定学級 ・通級指 導学級)で の活用事例 につ いて

1研 究 の 目的

小 ・中学校 の 心身障害学級(固 定学級 ・通級指導 学級)に おいては、 「東京都特別 支

援 教育推進計画」に基づき、平成19年 度 までに 「個別 の教 育支援 計画」の策定の準備を

進め、関係機関等との連携による支援体制を構築 してい く必要がある。

本研究は、この 「東京都特別支援教育推進計画」に基づき、心身障害学級(固 定学 級 ・

通級 指導学級)の 「個別 の教育 支援 計画」の策定に向けて、その書式や策定手順等の研

究 ・開発を行 う。

皿 心 身 障 害 学 級(固 定 学 級 ・通 級 指 導 学 級)に お け る 「個 別 の 教 育 支 援 計 画 」 の

作 成 と 活 用

1「 個別 の教育支 援計 画」 の 目的

心身 障害 学級 に在 籍 す る児童 ・生 徒や 通級 に よる指 導 の対象 となっ ている児 童 ・生 徒 に

っ いて は、関係機 関 と連 携 した学 校全 体 での適 切 な対応 や 、障害の ない 児童 ・生 徒 との交

流及 び 共 同学習 の促 進 、担 当教 員 の専 門性 の 向上 な どが課 題 とな ってい る。

「個別 の教 育 支援 計 画」は、障害 の あ る児 童 ・生 徒 の一 人 一人の教 育ニ ーズ を正確 に把

握 し、適 切 に対応 して い くとい う考 え方 の下 、長期 的 な視 点 で乳 幼児期 か ら学校 卒 業後 ま

で を通 じて 一貫 して的確 な支 援 を行 うこ とを 目的 とす る。

また 、この支援 は、教 育 のみ な らず 、保健 ・医療 、福祉 、労働 等の様 々な側 面 か らの取

組 が必 要で あ り、関係機 関、関係 部局等 との密接 な連 鳩 協力 を確 保す るこ とが不 可 欠 で あ

る。そ の よ うな意味 か らも、「個 別 の教 育支援 計 画」は、各 支援機 関 等が連 携 して 、児 童 ・

生徒 の一'人一人 の教 育 ニー ズに応 じた支援 を効果 的 に実施 す るた めの 計 画で あ り、地 域社

会 に生 き る個人 と して 、各支援機 関が 、連携 協力 し、的確 ・具体 的な 支援 を して い くた め

の道具(ツ ール)と してい く。
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2「 個 別 の教 育支 援計画 」の 策 定の対 象

「個 別 の教 育支援計画 」 は 、区市 町村 立幼稚 園 、小 ・中学校 ・都 立高等 学校 に在籍 す る

障 害 の あ る幼児 ・児童 ・生徒 を対 象(以 下、 「児 童 ・生徒 」 とい う)に策 定す る。

本部 会 は 、小 ・中学校 の 心 身 障 害学 級(固 定学 級 ・通 級 指 導 学級)に 在 籍 又 は 通

級 す る児童 ・生徒 の た め の書 式 を開 発 した。

3「 個 別の教 育 支援計画tの 具 体的 な 内容

(1)児 童 ・生徒 の プ ロフ ィー ル

・氏名 、生年 月 日、性 別 等 ・教育 ニー ズ ・在 籍校 ・前籍 校等

*教 育 ニー ズ とは、 単 に障害名 や保 護者 の希 望 を言 うの では な く障 害に基 づ く種 々 の

困難 を言 い、学校生 活 を送 る上 での課 題 を含 めた もの とす る。

(2)現 在 ・将来 につ いて の希 望

(3)支 援 の 目標 、必 要 と思 われ る支援 内容

(4)在 籍 校 の支援

(5)支 援機 関 の支援

・支援 の領域 ・支援 機 関 名 ・担 当者 ・連 絡 先 ・支援 内容

*通 級 指導学級 も支援機 関の一 つ とす る。

(6)支 援 内容 の評価 と課題

(7)支 援 会議 の記録

(8)作 成 日、作成 責任者 及 び保護者 確 認欄

4「 個 別の支 援計画 」 と 「個 別指導 計 画」 等 との関 連

(ユ)「 個別 の教 育支援 計画 」 と 「個 別指 導計 画]の 関連

学校 が 中心 とな って策 定す る 「個別 の教 育支援 計 画」 は、本 人や保護 者 と ともに策

定す る こ とが必 要で あ り、一人 一 人 の教 育 ニー ズ に応 じた様 々な支援機 関の連携 を促

す ツール で あ る。 これ に対 して、 「個別 指 導計 画」 は 、 「個 別 の教 育 支援 計画 」 に基 づ

き 、学校 教育 の中で 、児童 ・生徒 の障害 に応 じた指 導 を きめ細や か に行 うた め に一 人 一

人 の指 導 目標や 内容 、方 法な どを保 護者 との連携 ・協力 の も とに各教科 ・領 域 にわ っ

て作 成す る もので あ る。

また 、各 学校 で実践 した 「個別 指 導計画 」は、 「個別 の教 育支援 計画」の捕 助 資料 と

して添付 し、一 人一人 の資料 お よび 記録 と しての役 割 を もつ こ とにな る。「個 別 の教 育

支援 計画 」の 「支援 目標 」 を達 成 す るた め、指 導 目標 設定 の 重要 さに加 えて 、指 導 の

手 だて を広 い視 野で 考 えてい くこ とが必要 で あ る。

通級 に よる指 導 にお いて は、 児 童 ・生徒 の保 護者 か らの入級 希望 を受 けて 区市 町 村

教育委 員 会の入 級 に関す る委 員会 で必 要性 が判 断 され る と、 各学校 では 、通 級 指導 学

級 と連 錺 して 、特別 の教 育課程 を編成 す る。 また、 指導 の内容や 時 間数 を決 め 、通級

に よる指 導 を開始す る とと もに 「個別 の教 育支援 計 画」や 「個 別の指 導 計画 」 を在 籍

校 の担 任 や特別 支援 教育 コーデ ィネー ター と連携 ・協力 し策 定 ・作成 をす る。

特 に 、「個別 の教 育支援 計画 」の策定 に 当た っ ては 、本 人 を取 りま く学校 、通級 指 導
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学級 、医療や 福祉 な どの地域 機 関 と緊密 に連携 して 、本 人の教育ニ ー ズに合 っ た支 援

の 目標 を立 て、計 画的 に支援 してい くこ とが必 要 で あ る。

(2)「 個別 の教 育支援 計 画」 と 「就 学支援 計 画」 や 「個 別移行 支援 計画 」 との 関連

「就 学 支援 計 画」や 「個別 移行 支援 計画1は 、「個 別 の 教育支 援計 画tに 含 まれ る もの

であ り、就 学や就 労 の移行 期 に特 に必要 が ある場合 に作成 す るものであ る。

各 種計 画等関 連図

重 点施 策5か 年計 画

平成14年

瞳害者

基本計画

個別の支援計画

乳幼児か ら一生涯にわた り一rrLk、 教育、福祉,医 療、労盤の関蓮確閲の支援

く盲 ・ろう ・養謹学校において平成i7年 までに策定)

教育の視点から対応

個別指導計画

個別の教育支援計画

就学支援計画

個別移行支援計画

LD等 を含 め障害のある児童 ・生徒一人一人の教育ニーズに応 じたきめ細かい

指導 を実現す るために、学校 が保護者 からの意 見等を十分に踏まえて作成す る児

童 ・生徒一人一人の指導計画のこと。

教育、保健 ・医療、福祉、労働等の連携に基 づき、乳幼児か ら学校卒業 までの
一貫性 のある支援 を目的 としてLD等 を含 め障害のある児童 ・生徒一人一人の教

育ニーズに応 じて策定 され る計画のこと。

LD等 を含 め障害のある児童 ・生徒一人一人の適切な就学や就学後の教 育内

容 ・方法の充実等を図るため、幼稚園、保 育所、療育機 関等の職員が保護者 とと

もに作成す る計画の こと。

職業教育や進路指導の充実を図るとともに、盲 ・ろ う ・養護学校の高等部 に在

籍す る生徒一人一人の自立と社会参加 を支援す るため、学校、進路先、保護者等
が ともに作成する計画の こと。
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皿 「個 別の教育支援計画」の作成 と活用

1r個 別の教育支援計画」の書式例

(1)固 定学級 に在籍する児童 ・生徒のための 「個別の教育支援計画」書式例

個 別 の 教 育 支 援 計 画(表)固 定学級在籍児董・生徒用
ふりがな 蛙 別 生年月 日 年 月 日生1歳
本人氏名 保護者氏名

住 所 〒

電話番号 1()手 慢1紐 度1(平 成 年 月交付)

教育ニーズ

在籍校
立 学校 年 組(級} 学級担任

住 所1〒 電話番号 ファクシミリ

前霜校等 学級担任 電話番号

平成 年 月 日 氏名

一34一



支援の記録と評価(裏)

実施時期 担 当 内 容 評 価

個 別 の 教 育 支 援 計 画 と は 、 こ の よ う な 計 画 で す 。

① お子 さん(ま たは、あなた)が 、必要 としている支援 を適切 に受 け られるよ うに,学 校 と保謹者 及び本人{あ な

た}と 、関係 支援機 関とが協力 して策定す る計画です。

② 国の方針 によって 、平成17年 度 か ら、都立の盲学校、 ろ う学校 または養護学校に在 籍する幼児 ・児童 ・生徒 に

は 、全 貝、 この計画 を策 定す ることにな りました。

また 、小 ・中学校 の心身随害学紐 に通 う児童 ・生徒や、通常 の学綴 で支援を必要 と している児童 ・生徒 に も,今

経 この 計画 を作っていくことに な ります.

③ この計画 の内宿は 、個人情軸です ので,保 護 者や本人{あ な た)の 同窓がない場合は,他 の人に見せ た り渥 した

りす る ことはあOま せん。

④ 関係 す る支援搬関 とは,教 育 〔今 まで通 っていた学校な ど〕、保 健 ・医療(病 院や保健所な ど}、 福祉(福 祉 亭務

所 な ど},労 偏(胱 労に関す る相 談機 関や就臓先な ど),そ の他、保護者 や本人(あ なた}が 支援 を受け る機 関をい

い ます 。

この計画づ くりに必 要な支援機関 を、学校の担当者(担 任 》までお知 らせ くだ さい。

⑤ 計画は、は じめに.保 護者や本人(あ なた)と 学校で作 り、次に 、支援機 関の意見 も聞 きなが ら、計 画を作 り上

げ てい きます。

関係 者が一 堂に集 まって話 し合 える場(「 支援会議」 とい います。〕が もて るよ う、調整 してい きます 。

⑥ できあが った計画 は、内容 を必ず碓認 して ください。

保護 者や本人(あ なた)の 了解 がある場 合は.衷 に書かれ てい る支援機 関に もこの計画の写 しを濃 して 、適切 な

支援を 実施す るよ うに努 めてまい ります。 この ことを,御 了解 いただける場合は、碓認のサインをお願 い します。

渡 してほ しくない場合や 、知 らせた くない内容があれば、薩 しませんので,御 遠慮な く申 し出てください。

⑦ また、新 たに連 携す る関係機 関な ど、この 計画 を渡す必 要が生 じた ときには、その都度 、連絡 をいた します。

⑧ 計 画は、原則 として年度末 に評価 を し、必要な見直 しを してい きます。必要 に応 じ、年度途 中に、見 直す こ とも

あ ります.

こ の計画 に対す る質問や要望があ りま した ら、御遠慮 な く学校 の担当者に申 し出て くだ さい。
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(2)通 級 指 導 を必要 とす る児 童 ・生徒 の ための 「個 別 の教 育支援 計画 」書式 例

個別の教育支援計画(表)通 級指導対象児童性徒用
ふり茄な 性 別

・・邑
生年月 口 年 月 日生1歳

冒闇

本人氏名 保護者氏名

住 所 〒
本人・保護者

電話番号 1()手 帳卜 紐・度1(平 成 年 月 交付}

教育ニーズ

在籍校
立 学校 年 組〔級) 学級担任

住 所1〒 電話番号 ファクシミリ

前籍校等 学級担任 電話番号

私は.以 上の内容を了解し、写しを支擾機関に渡すことについて同意しました。

平成 年 月 日 氏名
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(3)支 援 の記録 と評価(裏)記 入 上の 留意事項

支援の記録と評価(裏)

実施晴期 担 当 内 容 評 価

r

、

、
時系列に記入する。

.1

一

i
「

漏

、
支援会議の内容 を記入す

る、

一

一

1M

隅. .F..,馬 凋

、支援 会議
に集 ま った 支

援 機 関 につ い てす べ て

記入す る。

r

r
支援会議の成果 に

ついて記入する。

L

、燭

、蝿

r
個人情報の取扱いについて

は、必ず保護者に説明する。

㌦
i

脚 可 h孔 ¶_

禰荊あ醗 配区援計画とは、このような計画です。

① お 子 さん{ま たは 、あ なた)カ{、 必要 と して いる支援 を遺 切に受け られ るように、学校 と保護者及 び本 人{あ な

た}と 、関係 支援機 関 とが協力 して 策定す る計画です。

② 国 の方針 によって、平成17年 度か ら、郡立 の盲学校 、ろ う学校ま たは 養護学校 に在範す る幼児 ・児童 ・生 徒に

は、全員、 この計面を策定する ことにな りました。

また、小 ・中学校 の心身障害学級 に通 う児童 ・生徒や、通 常の学級 で支援 を必 要 としている児童 ・生 徒に も、今

径 この計画 を作ってい く'ことにな ります.

③ この計 画の内容は、個 人情韓です ので 、保護 者や 本人(あ なた)の 同意 がない場合は、他 の人に見せ た り渡 した

りす ることはあ りません。

④ 関係す る支援機 関 とは、教育(今 まで通 っていた学校 な ど}、 保健 ・匿療(病 院や保健所な ど}.福 祉{福 祉 事務

所 な ど)、 労働 〔就労に関す る相談機 関や就職先 など)、 その他 、保謹者や本人(あ なた)が 支援 を受 け る機関 をい

います,

こ の計画づ くりに必要な支援 機関 を、学校の担 当者(担 任}ま でお 知 らせ くだ さい。

⑤ 計 画は、は じめに、保 護者や本人{あ なた)と 学校で作 り、次 に、支援機 関の意見 も聞きなが ら、計画を作 り上

げてい きます。

関係者が一堂 に集ま って話 し合 える場(「 支援 会膳 」 とい います。}が もてる よう、調歴 してい きます。

⑥ で きあが った計画は、内容 を必ず確認 してくだ さい。

保 護者や本人{あ なた)の 了解が ある場合は、衷 に書かれ てい る支援機 関に もこの計画の写 しを渡 して.適 切 な

支援 を実施す るように努めてまい ります。 この ことを、御 了解 いただける場合は、碓謡 のサイ ンをお願 い します。

渡 してほ しくない場合や、知 らせ た くない内容があれば、護 しませ んので、御遠慮 な く申 し出て くだ さい。

⑦ また、新たに連携す る関係機 関な ど、この計画を蹟す必要が生 じた ときには、その都度.連 絡をいた します。

⑧ 計 画は、原則 として年度末に評価 を し、必要 な見置 しを してい きます.必 要に応 じ、年度 譲中に、見直す こ とも

あ ります.

こ の計画に対 する質問や 要望があ りま した ら、御遠慮 な く学技 の担 当者 に申 し出て ください。
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2「 個 別の 教 育支 援計 画」 の基 本 的 な筆定 プ ロセ ス

(1)固 定学級 に在 籍す る児童 ・生徒 の た めのr個 別 の教 育 支援計 画』策 定 のプ ロセ ス

3

月

4

月

3

月

対象児童 ・生徒の情報収集
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① 策 定 のプ ロセス

④ 教育ニーズの把握/支 援 目標 の設定
・実態 把握表 を作 成す る。

・4月 又 はそれ 以 前 に心身障 害学 級担任 が 、本 人 ・保 護者 か ら、 どの よ うな教 育

ニー ズ があ るのか希 望用 紙 を用 い て聞 き取 る。個 人 面談、家庭 訪 問の機 会 を と

らえて の直接 的な聞 き取 りも考 え られ る。

・4月 中 に本人、保 護者 との確認後 、担任 が支 援 目標 を設 定す る。これ に際 して 、

新入 生 ・転 入 生に っい て は、就 学 相談 資料 、就 学(入 学 ・転入 学)前 支援機 関

に よる指導 資料や就 学 支援 計画等 を活 用す る。 他学年 につ いては 、引継 ぎ資 料

等 を活 用す る。

・設 定 され た支 援 目標 は、心身 障害 学級 担任 又 は必要 に応 じて特 別 支援 教 育 コー

デ ィネ ー ター が調整 ・確認 す る。

⑤ 支援 目標の鯉 ・決定/支 援内容 の設定、
・校 内委 員会 で、児 童 ・生徒 の 実態 と希望 を考 え合 わせ 心身 障害学級 担 任 によ り設

定 され た支援 目標 が適切 であ るか どうか を検 討 の 上、決 定す る。

・決 定 され た支援 目標 を本 人 ・保 護者 と確認 す る
。 また 、 この校 内委員会 で支 援

目標 の達 成 のた めの具体 的 な支援 内容 も検討 、設定 す る。 在籍 校 で行 う具体 的

な支援 内容 につ いて も、 この場 で決定 す る.

◎ が ま っ て い ケ ー ス は の ・ ワー ク ・一 で 一 ス

・既 に支援機 関 での支援 がス ター トして お り、引 き続 き 同様 の支援 内容 を行 っ て

い く場合 は 、心身 障害 学級担任 が調整 を行 う。

・既 存の ネ ッ トワー ク を利 用 して支援 機 関 が決 定で き る場合 も
、心身障害 学級 担

任が 具体 的な 支援 の調整 を行 う。

④ 新たな支援機関を探す必要があるケース

・心身 障害 学級 担任 や 特別支援 教 育 コー デ ィネー ター を 中心に 、区市 町村 で設 置

す る特別 支援連携 協議 会(エ リアネ ッ トワー ク校 運 営連絡 協議 会 、関連す る学

校 、保 護者 等)と 連絡 を取 り、適 切 な支援機 関 を探 し出す、

◎ 支援内容の決定 く支援会議〉
・支援機 関 決定後 、支援 会議 を開 く。

・支援 会議 は本 人、保護 者 、心身 障 害学 級担任 、特 別支 援教 育 コーデ ィネー ター

支援機 関 の代表 が参加 す るこ とを原 則 とす る。

・本 人 、保護 者 の同意 を得 て支援 内容 が継 続す る揚 合 な ど、電話連絡 等 で会議 に

代 え るこ ともあ る。

・個 々の支援 内容 が決 定 した ら、職 員 会議 等 で報告 し、全職員 の情報 の共有化 を

図 る。

① な 撫鱒 〈 △一 愚 ム〉
・本 人 、保 護者 、支援機 関 か らの情 報 を も とに 、心身 障害学 級担任 が 、校 内 の担
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任会 等 で検討 し、ま とめる。 その 際、 図画工 作(美 術)や 音 楽 の教科 担 当が 必要

に応 じて参加 す る。 そ の結 果 を職 員 会議 や 学年 会等 で報 告す る。

③ 葦 の"`'レ 〈 ム 〉
・心身 障害 学級 担任 や特 別 支援教 育 コーデ ィネ ー ター を 中心 に して校 内委 員会 で

評 価 を 、集 約 し、 次年 度の方 向性 を示す。

・支援 の継続 の揚合 は、 再び 「教 育ニーズ の把握/支 援 の 目標」 の プ ロセスへ 戻

り、前年 度の 評価 に基 づ き改 善 を行 う。

・新 たな 教育ニ ーズ が出 され た場合や 計画 策定 か ら3年 を経 過 した場 合 は 、再び

「教 育 ニー ズの把握/支 援 の 目標」 へ戻 り、支援 目標 、 内容の 見直 し ・改善 を

行 う。

② 固定 学級 に在 籍 す る児童 ・生徒 の ための 「個別 の教 育 支援計 画」 の 工夫

ア 期 間に っいて

・特別 支援 教育 対象 の児童 ・生徒 の将来 を見据 え、長 期 にわ た る支援 の 目標や 内容

を設 定す る必 要が あ る。 そ のた め、本部会 で は、 「個 別 の教育 支援 計画 」の 見

直 し ・改善 を3か 年 とし、支援 の 目標 、 内容 を記 載す る こ とに した 。毎 年 、年

度 末 に心 身障 害学級 担任 や特別 支援 教育 コー デ ィネ ー ター を 中心 と した校 内委

員会 で の評価 の集 約 、 検討 を通 して、そ こで の確 認 され た 内容 を もとに 、心 身

障害 学級 担任 力判 年 ご とに加 筆訂 正 し、 場合 によ り見直 し ・改善 を行 う。

・策 定以 降 に出て きた新 た な教 育 ニー ズへ の対応 や 大 幅な修 正が 求 め られ る場 合

に は、3か 年 に限 らず にそ の時 点 で新 た な計 画 を 立案 して い くこ と も考 える。

イ 教 育ニ ーズ につい て

・単 に 障 害 名 や 保 護 者 の 希 望 を 言 う の で は な く 障 害 に 基 づ く 種 々 の 困

難 を 言 い 、学 校 生 活 を 送 る 上 で の 課 題 を 含 め た も の で あ る ため、 「盲 ・

ろ う ・養 護学 校の 個別 の教 育支援 計画」 で は 、 「障 害」 とな って いた欄 を 「教

育 ニー ズJと した 。 また 、心身 障害 学級 で学 習す るこ とが 、本 人 に とって適 切

で あ る理 由を記入 す る よ うに した。

ウ 関連 す る学校 につ いて

・特別 支援 教 育 にお いては 、心身 障害 学級 の児童 ・生 徒 も在籍 校 以外 の特別 支援

学校(仮 称)か らの支援 を受 け るケース が考 えられ るた め、今 回の 書式 には 、

「前籍校 等 」 の欄 を作成す る ことで 、在籍 校 の記入 だけで な く、通級 指導 学級

等 これ まで関連 して きた学校 をすべ て記録 す るこ とを考 慮 した。

エ 在 籍校 の支援 にっ い て

・交流及 び 共 同学 習 は この欄 に記 入す るよ うに した。

オ 関 連す る機 関 につ い て

・障 害の あ る児 童 ・生徒 に とっ て教育 ニー ズ は多様 で あ り、支援機 関 も多様 で あ

る。 したが って 、 「関係 の機 関の支 援」 の 記入欄 は 、 「家 庭生 活 」 「余 暇 ・地

域 活動 」 「医療 ・健康/教 育 相 談」の3つ を共 通 として、他 の欄 は、必 要 に応 じ
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て 関係す る支援機 関名 を記入 す る よ うに した。

力 同 意欄等 につ いて

・ 「個 人情 報 の保 護 に関す る法律 」や 「東京 都 個 人情 報の保 護 に閨す る条例 」 に

従 い、児 童 ・生徒及 び保 護者 の個 人情 報 を適正 に取 り扱 い 、児童 ・生 徒及 び保

護者 の権 利利 益 を保 護す るた め に、書 式 には保 護者 の 同意欄 等 を加 えた.

キ 支援 記 録 と評価 につい て

r個 別 の教育 支援 計画 」 を策 定 し、支援 を実施す るた めには 、関係す る支援機

関 の担 当者 が集 ま り、支援 内容 を確認す る こ とが必 要で あ る。 支援 の継続 性 を

重視 し、 「いっ」 、 「誰 が」 、 「何 を話 し合 ったの か」 につ いて記録 して い く

こ とが 重 要で ある。 しか し、実際 に支援機 関の担 当者 が集 まる こ とは スケ ジ ュ

ール 上容 易 な こ とでは ない.そ こで 、支援 会議 の内容 として 「個 別 の教育 支援

計 画」裏 面 のr支 援 の記 録 と評価 」 に記録 で きる よ うに工夫 した。 これ を、 会

議 記録 、 支援経 過 と変 容 ・評 価 の記 録 と して使 用 し、 「個 別 の教 育 支援 計 画 」

を修 正す る上 での 資料 と して い く。

③ 「個別 の 教育 支援 計画 」の活 用

特別 支 援教 育 の対 象 の児童 ・生徒 に対 し、 「個別 の教 育 支援 計画」を策 定 し、実 施

す るた めに は、各校 の実 状 に応 じた組織 を構 築す る必 要 が ある。

ア 特別 支援 教育推 進 のた めの校 内委員 会 の設置

・校 長 、副 校長 、特別 支援 教育 コー ヂ ィネ ー ター 、養 護 教諭 、 ス クール カ ウンセ

ラー 等 を主 な メンバ ー に して 、校 内委 員 会 を設 置 し定 期的 に 開催 す るこ とに よ

り、 児童 ・生徒 の 日々の 細か な変化や 課題 を様 々な視 点 か ら確認 し、話 し合 う

こ とが で き、 よ り効 果的 な支援 の方法 を検討 す る こ とが で きる.

イ 支援 会議

・校 内 と校 外の支 援体 制が 定 ま った ら、特別 支援 教育 コー デ ィネー ター 及 び心 身

障害 学級 担任 が 中心 とな り、保護者や 本 人 も含 めて 支援諸機 関 と連絡 を取 り合

い 、定期 的 に支援 会議 を開 く。支援会議 に参加 がで きない支援機 関にっ いて は 、

心身 障害 学級担 任 が、計画案 を個 別 に提 示 を して 、持 ち回 りに よ る協議 を行 い 、

保 護 者 の 同意 を得 て、電 話等 の連 絡 も 「会 議」 と して位置 付 け、記録 を残 して

い く。

ウ 連 携 す る支援機 関

・連携 す る支援機 関は 、教 育のみ な らず保 健 ・医療 、福祉 、労働 な ど様 々な分 野

にお い て考 え られ る。た とえば 、教 育 では、小 ・中学校 及 び高等 学校 等、教 育

委 員会 、教育 セ ン ター 、区市町 村 立小 ・中学校 心身 障 害学級等 、保健 ・医療 で

は保健 所 、主治 医、その他 の 医療 機 関等 、福祉 で は、児童 相談所 、同市 町村 福

祉 部 、社 会福 祉 協議 会 、心 身 障害者 セ ン ター等 、労働 では 、就 労支援 セ ン ター 、

ハ ロー ワー ク、企 業等 、余 暇 活動 では 、NPOや 各 個人 が かかわ る塾や 学 童保

育、児 童館 、地 域 の活動 グルー プ な どが あげ られ る。(図 支援機 関例 参照)
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(2)通 級 指導 学級 に通級 す る児 童 ・生徒 のた めの 「個 別 の教育 支援 計 画」 策定 のプ ロセ ス
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① 策 定 のプ ロセ ス

④ 通級による指導開始の決定
・入級 相 談 の結果 、通 級指 導の 開始が 決定 し在籍校 と通級 指導学 級 の連携 が始 ま る。

⑤ 実態と教育ニーズの把握
・児 童 ・生徒 の実 態 と教 青ニー ズ を把握 し、実態 把握 表 を作成す る。 実態把 握 表 は 、

保 護者 の負 担 にな らな い よ う通級 開始 まで に作成 し、在 籍校 は、通 級 に よる特別 の

教 育課 程 を編成 して区市 町村 教育委 員会 に届 け 出る。

◎ 男1の 昌1」;'"の ・

・通 級 指導 学級 担 当者 と在 籍校 の担 任 も しくは特 別 支援 教育 コーデ ィネー ター は 、「個

別 の教 育支援 計画(案)」 と 「個別 指 導計 画(案)」 の策定 ・作成 を行 う。

④ 面毯墜
・保 護者 との面 談は在 籍校 の担 任 も しくは特別 支援教 育 コー デ ィネ ー ター と通 級指 導

学級 担 当者 との三者 で行 うのが望 ま しい。面談 では 、「個別 の教 育支援 計 画(案)iと

「個別 指 導計 画(案)」 を保 護者 に提示 し内容 を検 討 す る。

・通 級 に よる指 導 とい うこ とか ら 「個別 の教 育支援 計 画」の策 定の 見直 しを毎年 行 い 、

学級 担任 が 、次年 度 に加 筆訂 正 し、 充実 を図 る。

・児童 ・生徒 は、居 住す る地 域 の 中で 育つた め に教 育 のみ な らず 、保健 ・医療 、福祉 、

労働 な どか らの具体 的 な支援 を調 整 し設 定す る。

◎ 第・回支援会議
・「個 別 の教育 支援 計画 」が 三者 で策 定 され た後 、在 籍校 の担任 も しくは特別支 援教 育

コー デ ィネー ター は、 関連す る支援 機 関の 関係者 との連 絡 ・調整 を行 い、第1回 支

援 会議 を開 き 「個別 の 教育支 援 計画」 の 内容 を協議す る.夏 季休 業 中 の地域 支援 の

充 実が重 要 であ るこ とか ら第1回 の支援 会議 は7月 ま でに開催 にす るのが望 ま しい 。

① 個別指導緬 の評価 改善
・一学 期末 の保護 者 面談 は在 籍校 の担任 も しくは 特別 支援 教育 コー デ ィネー ター と通

級 指 導学級 担 当者 の三者 で行 う。「個別 の教 育支援 計画 」に基づ く支援 状 況の確 認 や

修 正を加 え、関係機 関 との連 絡 調整 を行 う。

④ 第2回 支援会議
・年度 末(2月 中)に は在 籍校 の担任 も しくは 特別 支援 教 育 コー デ ィネ ー ター は通級 指

導 学級 担 当者 と連携 を 図 りなが ら第2回 支援 会議 を開催 し、支援 の評価 を行 うと と

もに次年 度 の方 向性 を示す。

・新 たな教 育 ニー ズを加 える場 合 に は、支援 目標 の 見直 し ・改善 を行 い 、支援 内容 を

具 体化す る。 本人 の状 況 が改善 され 通級 指 導 の必要性 が な くな った 場合 に は退級 と

な るが 、 「個別 の教 育支 援計 画」に基 づ く地 域支 援が 必要 な場合 には 支援 を継続 す る

と ともに在 籍 校が 中心 とな り次年 度 の 「個 別 の教育 支援 計画」 を策 定 し、以 降 、新

た に支援 会議 を開催 す る。
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② 支援組織の構築と 「個別の教育支援計画」の活用

ア 支援組織の関連

◎
学

齢

期

青年期

個別の支援計画

.調

/

就学支橿計画

幽A"

礁灘

,」

/ 嘱/

/
小学校 旦

1

」.

7

/

1

個別の教青支援計回
騨

瀞

中学拉

/

/

_一______」'=幽==「=7;」==一{

[璽 要=二〕
n

1

/
高等学校等

/

/
/

個別移行支橿計固

.̀

、溜.・ 地城の医療 ・保青園 、通所施設

保健所、小児科医、耳鼻・科医 、眼科医

福祉事務所な ど

余暇 ・家庭生 活 ・地域生 括における支橿

槻関 学童保育 クラブ、児童館 、地城サ
ークル など

.場 霜

蕪雛.

,〆

〆 鰍

通級指導学組

弱視通縁指導学紐
離聴通級指導学紐

言語障害通級指導学紐
情緒瞳害通紐指導学粗

就労支援機関

福祉事務所
ハ ロー ワークな ど

・在籍 校 と通級 指 導学級 は、 「個 別 の教 育支援 計画 」 を も とに、 よ り効果 的 な指導 が行

え るよ う、具体 的 な 目安 を立 てた 「個別 指 導計 画 」 を作成す る。r個 別 の教 育支 援 計

画1を 進級 す る こ と、小 学校 か ら中学 校へ 、さらに上 の教育 機 関へ と引き継 ぎ、児童 ・

生徒 の就 労支援 に向 けて 「個別 移行 支援 計画 」 に生 か され て い くこ とが 大切 で あ る。

イ 在籍 校 にお け る支援

・校 内体制 の構 築

在籍 校 にお いて は、通級 す る児 童 ・生徒 のかか わ るす べて の教科 ・特別 活動 等 にお い

て児童 ・生徒 が教育 ニ ー一ズに応 じた 支援 を受 け られ る よ う、校 内での支 援体 制 を整 え

る こ とが必要 で あ る。 そ のた めには 、校 内委員 会 を定 期的 に開催 し、全 教職 員 の共 通

理解 の も とに、組織 的 に支援 を行 う。 そ の瞭 、児童 ・生徒 の障害 の種類 や程 度 に も よ

るが 、通級指 導学級 に通級す る児 童 ・生徒 の障 害 を十 分 考慮 し、 「どん な こ とに 困難 さ

を感 じるか」 「どん な支援 を必 要 と してい るか」を具体 的 に共通理解 す る こ とが大 切 で

あ る。

1年騰 難2年 盤 羅 糖 難驚
個　 讐

校_灘 　 匹個 愈
1演簾1繍 聾 輔 勧 一一一 一一 職羅 鹸 鶏 鱗

瀞 顎 勲 鍾蟹 票一」 計画

校内委員会と個別の教育支援計画との関連
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支援会議と支援機閨

へ 占

^灘

余暇 ・麻庭 生活 ・地 填

生活におけ る支援機 閥

≦

/,杁 ト

ぐ　/晦
糞 撒 :△'署写 議

地填の医燦 ・福祉槻関
ノ個別の教冑支援計画

一
!

門 ■ ・'・

在籍校 担任

特別支 援教育 コーデ ィ

ネー ター

蕪 ㌔
義

融

箋

妻

淵 醸
自'晶'

通績指導学級

・支援 会議 の 充実

通 級 してい る児童 ・生徒 の在籍校 の担任 は、児童 ・生 徒 の思 いや 願 いが 十分 生か され 、

か っ、 一人 一人 の教育 ニー ズ に合 わせ て適 切 に対応 し、必 要な支援 を受 け られ るよ う

にす る こ とが大切 で あ り、そ のた めの話 し合 いの場 が支 援会議 で あ る。 在 籍校 の担 任

及 び 特別 支援 教育 コー デ ィネー ター は 、通級 指 導学 級 と連携 し、保 護者 や 各支 援機 関

と連 絡 を取 り合 い、少 な くと も年 間2回 程 度 の支援 会議 を行 うこ とが 必要 で ある。 保

護 者 、 通級指 導学級 担 当者 、必 要 に応 じて保 健 ・医療 、福祉 支援機 関の担 当者 、地 域

の 支援機 関 の担 当者 に も同席 して も らうよ うにす る。支 援会議 の場 では 、対象 児童 ・

生 徒 の支援 が どの よ うな 関係 の 中 で行 われ て い るか を共通 理解 し、 「個別 の教 育 支 援

計 画」 に基づ く支援 の 内容 につ い て、お 互い に情報 交換 し合 う。 児童 ・生 徒や 保護 者

の思いや 願 い を受 け とめ た支援 会議 を 開 くこ とに よ って、指 導効果 が高 まっ てい く。

ウ 通級 指 導学級 で行 う支援

・通級 指 導学級 で は、児 童 ・生徒 の障 害 に基 づ く種 々 の困難 の改 善 ・克服 を 目指 し、児

童 ・生徒 が 自己の 理解 を深 め、在 籍校 で の学 習活動 に適 応 で きる よ うに支 援す る。 支

援 内容 にっ いて は、在 籍校 に具 体 的に伝 わ る よ う配 慮す る。また、在籍校 にお け る 「個

別 の教 育支援 計画 」や 「個別 指 導 計画」 の策 定 ・作 成 のた め の助 言 を行 い、 共通理 解

を図 る よ うにす る。 通 級 して い る児 童 ・生徒 の障害 特性 につ いての情 報伝 達や 、学級

で 予想 され る困難 さ、 支援 が必 要 な内塀 につ いて 、児童 ・生徒 が進 級 、進 学 して も適

切 に引 き継 いでい け る よ うに在 籍校 との連携 を密 接 に取 り合 うよ うにす る。

工 児童 ・生徒 を とりま く地域 社会 で の支援

・家庭 にお け る支援

児 童 ・生 徒 の障害 の軽減 や 、障 害 か ら起 こ る二 次的 な 困難 さの軽減 は必 要な支 援 で は

あ るが 、家庭 にお け る心理 的 な面へ の支援 も必 要で あ る。 そのた め 、家庭 での接 し方

にっ いて の助 言や カ ウンセ リン グを必要 に応 じて受 け られ る よ うに保護 者 へ の支援 も

必 要 とな る。

・保 健 ・医療 、福祉 機 関 との連 携

通 級 して い る児 童 ・生徒 の 多 くは医療的 な機 関 での 支援 を受 け てい る。 また、 新 た に
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通級 指 導が 必要 とな った児童 ・生徒 に も何 らか の医療 的 な支援 や 、発 達の検 査 ・相 談

等 を受 け る よ うに勧 め る場合 が 多い。 個人 の情報 な ので 、取 り扱 い に十分配 慮 を要す

るが、保 護者 の 了解 を得 た上で 、児 童 ・生徒 に行 ってい る支 援 内容 を知 り、在籍 校 で

の情 報 も伝 える こ とで連 携 を取 り合 うこ とが必 要で ある。

・地 域 にお け る支援

地域 のス ポー ツ な どの活 動 で は、通 級 して いる児 童 ・生 徒 の障害 に よって は、参加 を

懸 念す る よ うな場 合 もあ る。児 童 ・生徒 の意欲や 興 味 を 引き出 し、 日常 の生活 で は得

に くい体験 を受 け られ る場 として 、地域 の活動 へ の参加 が スムー ズ にで き るこ とが望

ま しい。児 童 ・生徒 に とって は、地 域 の活 動 を通 して 、友人 の輪 を広 げる機 会 を得 ら

れ 、自己の興 味 を広 げ、新 た な能 力 を見出す機 会 とな る。児童館 、公 民館の サー クル 、

スポー ツ団体 な ど、地域 の活動 団体 に児童 ・生徒 の障害 の理 解 を図 り、児童 ・生徒 が

必 要 な支援 を受 けつ っ 、活 動 に十 分参加 で き るよ うにな るた めに は、支 援会議 の場 で 、

児 童 ・生徒 の障 害特 性 に つい ての 共通理解 を図 り、それ に応 じた支援 内容 と、支援 方

法 を 具体 的 に提 示す る。 また 、弱視 の児 童 ・生 徒へ の教材 作 成や 難聴 の児 童 ・生徒 へ

の要約 筆記 な どの情 報保 障、児 童 の障害 に応 じた支援 や 通級 指導 学級 や学童 保 育施 設

へ の送 り迎 えな どを支援 す るボ ラ ンテ ィア体制 の充実 も地域 の支 援 には是非 とも必 要

な こ とで あ る。

支橿機関例

具体的な場合 連 携 支 援 す る 機 関 例

保 視覚に障害がある場合 眼科専 門医 ・視覚補助具専 門業者 ・菖腹セ ンター ・主障害や健康状塩 に対応 して

健 い る医療機 関 ・大学等の専 門家 ・心身 障害 教育 の頒域 に蓄積 されて いる知識や情

●
報のある専門家等

医

療

聴覚に障害や言語に障害
がある場合

耳鼻科専 門医 ・口腔外科 専門医 ・補聴器専門業者 ・言語隠 覚士 ・主障害や健康状

態に対応 してい る医療機 閑

教 敢育的な支援が必要な場 公 立教育相談所 ・児童相談セ ンター ・主瞳害に対応 してい る大学や研究所 の相談

育 合 セ ンター ・拡大写本 ボランティア ・弱視通級指導学紐 ・離聴通級指導学級 ・言 話

等 障害通級 指導学級 ・情緒瞳害通紐指導学級 ・心身障害学級{固 定学紐)・ 盲 ・ろ

う ・養護学校等

家 保護者が病気 ・けが等によ 福 祉事務所 ・保健所 ・自立生話支援セン ター ・主障害や健庫状態に対応 して いる

庭 り、家庭生活が困難になっ 医療機 開 ・民間居 宅支援事 業者 ・民閻肪問看護事業者 ・保護者 の負担軽減 を図 る

生
活

た場合 ことが 可能 な兄弟 、祖父母 ・叔父枳母、兄弟が低年齢 の場合 は、こども家庭支援

セ ンター又は ファ ミリー サポー トセンクー 等

保護者が精神的な理由に 福 祉事務所 ・保健所 ・自立生活支援セ ンター ・主障害や健康状態に対応 している

よ り、家庭生活が困難にな 医療機 関 ・保護者が通院 している精 神科医 ・こ ども家庭支援セ ンター等

った場合
1

住居の移転 今 まで支援 を行 って いたや今後支援 を受 ける福祉事務所 ・保健所 ・自立生活支援

セ ンター ・主障 害や健康状態に対応 していた医療機 関
1

養育放棄等虐待の可能性 児 童相 談所 ・福祉事務所 ・保健所 ・公立 自立生活支揺 センター ・兄弟 の在 籍す る
がある場合

1

学校 ・こ ども家庭支援セ ンター等

その他 ス潔一ツ団体 ・学習 塾 ・音楽教室 ・書道教室

余 買 い 物 ・旅 行 ・サ ー ク ル ・ 福祉 事務所 ・自立生活支援センター ・ボランテ ィアセ ンター(手 話 通訳、要絢 筆

暇 スポー ツ括動等 記)・ 社 会福 祉協議会等有償ボ ランテ ィア派遣セ ンター ・障害者 の旅行 を企 画 し

等 ている民間団体 ・生 涯学習課等の地域活動 ・目本チ ャリティー協会 ・東京都障害

者 スポー ツセンター ・福祉会酋 ・住民セン ター ・学童保 育 ・図書館 ・児童館 等

卒
,

卒業後の社会資源の開発 障害 福祉課 ・福祉事 務所 ・保健所 ・自立生活支援セ ンター ・障害福祉セ ン ター ・

業 が必要な場合 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー ・虐 ラ ン テ ィ ア 団 体 ・大 学 研 究 室 ・専 門 学 校 ・NPO・ 自

後1 助 ダループ ・親 の会 等

等
就労支援等 ハ ロー ワーク ・就労支援 センター ・自立生活支援セ ンター ・福祉事稚所等
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皿 具 体 的 事 例

1固 定学 級 の事例

(1)小 学校 の事例1

① 児童Aの 実態

・小学校1年 生(心 身 障 害学級)に 在 籍 して い る。

・就学 前か ら区 立心身 障 害セ ン ターで幼 児指 導 を受 けた。

(臨床 心理 士、言語 聴 覚士 、 医師)

・診断結果 は、非 定型 自閉症 、 中度の 知的 障害 で あ った。

・母親 が働 いてい るた め、 下校 は、ヘル パー が 送 り迎 え を してい る。放 課後 は 、 隣

の学校 の学童 クラブへ通 ってい る。

・週に1回 、療 育機 関(認 知発 達 指導)や スイ ミン グク ラブ へ通 って い る。

発 達診 断機 関(病 院)へ は 、半 年に1度 、通 院 して い るe

実 態 把 握 表OO立OO小 学校
作成日1平 成O年O月O日 記入者=OOOO

年O組 氏名A 担任名OOOO

入級 ・転入年 月 日(平 成O年4月 入学) 前 籍校(OOOセ ン ター 担任 名:OOO

・信 号 は分 か る。車 に興 味が あ り、周 りを気 にせず に 向か っ てい

生活面 く こ とが あ る 。

安全 ・健 康 ・持ち物 ・簡 単 な服 の着 脱は で き る。裏 脱 ぎにな るこ とが あ る。

管理など ・顔 が水 に触 れ るの を嫌 が る.
・偏 食 が あ り、食 べ られ るものが 限 られ て い る。
・面 倒 に なる と箸 を使 わず 、 手づ かみ で食 べ るこ ともあ る。
・簡 単 な あい さつ をす る こ とがで き る。 発語 は 、小 声 で要求 を担

社会性 任 に伝 え るが、単 語 のみ で ある。

対 人 関孫 ・言 語 よる ・文 字 に興 味 があ り、看板 や 、電 光掲示 板 な どに興味 を示 す 、

思 の疎通 ・交 流の実 ・初 めて の場所 や活 動 に馴染 む まで に時間 がか か る。

態など ・自分 の意 の まま にな らな い と 自傷行 為が み られ る。 他傷 行 為 は

減 っ て き た 。
・大 まか な模倣 運動 はで きる。

運動 ・動 作 ・バ ラ ン ス が よ く、 平 均 台 を 上 手 に渡 る こ とが で き る。
・直 線 な らぽ 、 は さみ を 使 うこ と が で き る 。

・手遊 び の動 作模倣 は難 しい。

・ひ らがなは 全部読 む こ とが でき る。
・鉛 筆 の握 りが不 充分 で 、な ぞ り書きが まだで きな い。字 形 、書

学習面 き順 は分か ってい る。
・数 字 は 読 め 、 数 唱 は 、30ま で数 え られ る。1対1対 応 で は 、10ま

で 一 致 す る 。

・興 味 の ある物 を求 めて 、教 室か ら飛び 出す ことが ある。

その他 ・ブ ロ ック並 べや 、 自分 の顔 を鏡 に映 して一 人で遊 んで い る こと

が 多 い 、
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② 「個別の教育支援計画」

個別の教育支援計画(表) 固定学級在籍児童・生徒用

ふ切がな oooo 性 別 生年月 日 平成0年OO月OO日 生IO歳

本人氏名 A 保護者氏名 oooo

住 所 〒OOO-xxxOO・ ・・…
本人・保護

電話番号 1(愛 の 〕手帳13副(平 成O年O月 交付)

教育ニーズ
・広汎性発達障害のため言語による意思疎通が未熟である。偏食がある.
・学習、生活全般を通して小集団指導が必要である。

在籍校
OO立 小学校1年O組(級) 学級担任 oooo

住 所1〒OOO-XX×OO… … 電話番号 03-OOOO ファクシミリ 03-ooo

前籍校等 OO立 心身障害児ケアセンター通園。年長時O立 保育園入園 学級担任 B保 育士 電話番号 03-OOO

鑛'灘

本 人

'

軋{

ノF、

翻翻膿識臆繍購翻購 蠣糠 漁糧燃蕪 鰯醗霧麟締 鱗 漿難i難

臨難睡難難 羅難諺難跨

灘 購舞灘灘鑛盤灘灘

保護者 鰯8騒 驚i鰭 踊 懲 興食を鰍 させ軌 将納 に体力をつけて肌
一

羅.玉 玉'・ 鰯羅灘 鞭鋤騰 ・ 、 ・-㌧ 尋 拓'・'灘 践 罰 國堀 祀
・理 解言 語を増や し、言語 や動作で 自分の欲求を伝えられ るようにする。
・スモールステップによる指導を通して 日常生活動作の 向上を目指 し、一人 でできることを増や す。

一玉 一一 疹懲 韓 き 誇髭罷 玩'ゴ

躍 一.E...

絡を取り合う.
・母親の勤務時間により、登下校を支援するヘルパーと連携が必要である。
・理解力の向上を図り、対人関係や社会性を伸ばす指導を行う。

∫ 「

・登下校、衣服の着脱、排泄、食事などの指導について、保謹者と連携を図り、放課後本児が通う学童クラブとも十分連

融`號 …纏 轍灘 無撚 織羅雛難輪轟薦

o

,、 .灘難醸 鍵 雛藤鞭羅㎜熈㈱岨'圭鱗撒 雛灘 奪

・学校生活の流れを知り、操々なルールに慣れる。身の回りのことを自分でできるようにする。
・交流では、自分から簡単なあいさつができるようになる。

羅 灘懸灘懸灘薯慧難灘灘難鱗魏懸鑑幾賜藍翻醗幽籔礁騰 藪羅羅 澤_識 羅i躍 …

家庭生活

支捜機 開lOOフ ァミリーサポートセンター 担当者1コー ディネーターOO連 絡先1

支援 内智=登 下校のヘルパ ー砂確保
.願 騨 一 ■ 冒.摩 騨噸 一 一 一 ■ 丁 一 冒 一 一一 一 一一

支媛機関=担 当者;連 絡先:

支援内容=

余暇・
地域生活

支援櫨 閨=学 童クラブ 担当者=A先 生 連結先;

支援内容:放 課螢の過ごし方、集団活動 でのコミュニケ・一ション指導 ★学期 にユ回の連 絡会晦 を実施しているb
・■.騨.,,幽 一一一 一一 一一一一 一

支援機 関=OOス イミンダクラブ 担当者:B先 生 連結先:

支握 内容=水 泳 を通して、詠 力、及 び体力 、筋力の向 上を目指す.★ 年 に1回 連絡 会醸を実施する.

医療・健康
/
教育相談

支撮機関:OO教 育研究所{私立)担 当者=C心 理担当者 連結先:

支援内容:語 知面の学習課題を行う。 ★学期ごとの評価(通知表}をいただく。
,層,一 一 一 一,一 一一一一 一"-冒 願 ■ 一 ■ ■.■ 一一

支援機関lOO区 立心身障害センター 担当者=D暖 師 連絡先=

支擾内容:脇 波横蓋、医療、療育の相凝。

支擾機関=担 当者=連 絡先=

支援内容1
.■ ・ 昌.一,.幽 幽魑曽願一 冒_一一一冒 ■ ● ●曽●-騨 _

支援機関:担 当者=連 絡先=

支援内容1

支援機関:担 当者r連 絡先,

支援内容;
.願.・ 邑 … 邑 ・,■r膠 騨 ■ 唱幽 幽 ■

支援機蝕 担当者r連 絡先1

支援内容:

縫雛灘 購灘灘i懸醗羅鋸鐡灘灘 灘灘1灘 纏譲 擁鶏蝦 講 職 調 鑛 購灘難 灘1舞撫 ・尋簾 懸灘 鶉.羅 醗蕪糠
日時4月 参加者〕就学相談専門委員・校長・特別

支援教育コーディネーター・担任・00学
童クラブ指導員

協議内容・引継事項等… ・保謹者から出された教育支援計画の確認
と担任が作成した個別指導計画の共通理解→→保護者からOO研 究

所と病院へ提出した。

作成 日 平成O年O月0日 く纏 ・更新〔 回)〉

区・市町村立****学 校長

作 成 担 当OOOO
私は、以上の内審を了解し.写しを支援機関に渡すことについて同意しました。

平成 年 月 日 氏名 oo,oo
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③ 「個別 指導 計画 」 OO立OO小 学校

〈障害〉非定型 自閉症 儲 検査の情報} (医学的情 慮事項)〉

愛の手帳=3度 田中ビネーIQOO(就 学前} 脳波検査:・ 有()

身障手帳:度 服 薬:"・ 有()

健康管理:

全 ・初 めての ことに強い抵抗を示す。 重 ☆学校の集団生活に慣れる

体 ・嫌 な時は、表情 で訴 える。 発語 は単語の 点 朝や帰 りの支度や着替えを一人でで きるよ うにす

像 み で あ る。 目 る 。

・偏 食(野 菜一般 が食べ られ ない)。 標

手づかみで食べ る ときがあ る。

項 目 長期(年 間)目 標 指導の手だて 評価 と今後の
課題

〈基本 的生活習慣〉 ・登 下校 ・下校時 のヘルパー との歩 ☆様子を観察
・衣 服の着脱 大人 と一緒に登下校 し、交通ルー ル き方 の確認 をする。 す る.
・洗 面 、 手 洗 い を学 ぷ 。 ・上級生 を見本にす る。

日
・排 せ つ ・朝 、 帰 りの 支度 ・順序 を知 らせ、声かけす ・次 の予定を
・食 事

流れ を覚 えて一人 で行 う。 る 。 声かけする
常 ・清潔 等 ・着 替 え と掲示板 を
(集 団生活〉 着替 えの順序 を覚 え る。 意識 して見

生
・あ い さ つ たたみかたを覚 える。 るよ うにな
・言葉遣い ・洗 面 ・手 洗 い っ た 。

活 ・礼儀作法 顔 をぬ らして こする。 ・教 員 が 、 手 を添 え て一 緒 ☆スイミング の 様

・時髄 舵 こと 手のひ ら全体に石けん をつけ る。 に洗顔す る。 子 を 聞 く、

の ・きま賊 部 こと 等 ・排 せ つ

〈学級 の活動〉 ズボン を全部お ろさない。

指 ・朝、備りの難 ・食 事

・係 の仕事 偏食 を少な くす る。 ・皿 に小分けにして 、少量 ☆食事の記録

導
・髄 会、勧 盤 で も食べ られ るよ うにす を母親と交
・掃 除 等 ・掃 除 る 。 換 し合 う。

く給 食) 教室の雑巾掛け をす る。
・準備 ・片付 け ・教員 が手を添えて 、雑 巾

の絞 り方 を教 える.

鷹
・聞 く 友達や先生の名前 を覚 える。 ・写真 カー ドの活用

国 ・話 す 物 の名称 を言 う。 ・絵本 の読み聞かせ

・読 む 自分の名前 を書 く。 ・文字 のなぞ り書 き

語 ・書 く

・寂量の基舩 腰 と欝算 1対1対 応で、半具体物 を10く らい ・型 はめ、パズル等 の教材 ☆家庭生活に

算 ・量 と測定 ま で数 え る。 の活 用 も意 識 して
・即 、薮闘 係 ・妙 ンダ ーの 記 入 入れ て も ら

数 数字 を書 く。 う 。

・妙 ンダ ーに も

興味を示 し
た 。

1 ・幌 肋錠 ・粗大運動 を

自 ・環壌 の把握 ・員 と手の協応動作の向上 ・スイミング クラプ との連 携 十分に行 う

立 ・健康 の保持 よ うにな っ

活 ・身 体の動き ・発 音 、 発 声 の 改 善 ・言語障害通級指導学級担 た 。

動 ・ コミュニケー酒 ン 当者 によるア ドバイ ス ☆ ロの 周 り、

手 の指のマ

ッサー ジを

続 け る。鮒

特 ・学級活 動

別 ・児童会活動

活 ・ク ラ ブ活 動

動 ・学校行 事
・儀式的行事等
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(2)小 学 校の 事例2

① 児童Bの 実態

・小学 校6年 生(心 身 障 害学級)に 在 籍 して い る。

・就 学 時 、知的 障害 心身 障害 学級 の措置 判定 となつ た が、保護 者 の希望 で通 常 の

学級 に入 学 した。 入学 当初 は、 校長 、副校 長 、養 護 教諭 が授 業 にかか わ りな が

ら対 応 したが、不 適応 行動 がみ られ たe教 育相 談 を継続 し、小学校2年 生 か ら

知 的障 害学級 に転 籍 した。

・軽 度 の知 的障害 で あ る。四肢 の末端 に軽 い まひ 溺あ る。低筋 力 、低 緊張 で ある。

障害 は、生後1歳 で発 見 された 。OO症 候 群 と診 断 され た。 転居 のた め医 療 の

ケア を十分受 けない ま ま就 学 した。

・中学校 に 向けて将 来的 に通 える病 院 を探 し、OO医 療療 育 セ ン ター にて 半年 に

1回 継 続観 察 をす る こ とにな った。

・年 に3回 の病 院 の 言 語聴 覚 士 に よる専 門 的 な指 導 を受 け発 音 の改 善 を 図 るた

め、鼻 咽腔 の手術 を行 った。

実 態 把 握 表oo立OQ小 学校
作成日:平 成O年OO日 記入者:OOOO

○年O組 氏名B 担任名OOOO

入 級 ・転 入年 月 日(平 成O年9月 転入学) 前籍校(000学 校 担任名=OOO)

・一人 登 下校 を してい る。習 い事 で は、一 人 で交通機 関 を使 って 移

生活面 動 が で き る。

安 全 ・健 康 ・持 ち物 管 ・身 の回 りの こ とを きちん と行 うこ とが難 しい。 手指 の 問題 もあ る

理など が服 の たたみ方 は雑 で あ る。身 だ しな みへ の意識 は低 い。 整理 整

頓 が課 題 で あ る。
・食 事 中の姿勢 は よ くな って きたが 、まだ 口の周 りを汚 した り、片

手 で食 事 を した りしてい るこ とが ある。
・上履 き のかか とを踏 ん でい る こ とが多 い。
・誰 とで も、楽 し く会話 をす る こ とがで き る。発 音 は、 不 明瞭 で あ

杜会性 る.

対 人 関係 ・言語 に よる ・丁 寧 な言葉 で話 す こ とは で き るよ うにな ってきた が、ふ ざけ だす

意 思 の疎 通 ・交流 の 実 と大 人 に対 して乱暴 な言葉 遣 い をす る こ とが ある,

態 ・低学年 の子(小 さい 子)に 優 しく接す る こ とが でき る.

な ど ・交流活 動 では 、積極 的 に参 加 して い る。
・正 座 は 難 しい 。

運 動 ・動作 ・籏力 が 弱 く、全 身 の運動 が ぎ こちな く不 充分 で あ る。
・犬 かき で長い距 離が 泳 げ るが 、大 変時 間が かか る。
・目と手 の協応動 作 に課題 が あ り、形態認 知や 追視 力 が弱 い。
・絵 は人物 の顔 のみ にな りが ちで あ る。
・言語 理解 力 は高い。

学習面 ・漢字 仮名 交 じり文 で詳 しく説 明で きる。 字形 は整 わず 、筆 圧 が弱

く罫線 か らは み 出る。
・2桁 の 引 き算 が で き る 。 九 九 は 、 習 得 中 で あ る。
・あ き らめ が 早 く、 課 題 を 早 く終 わ らせ よ う と して しま う。

そ の他
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② 「個別の教育支援計画」

個別の教育支援計画(表) 固定学級在籍児童・生徒用

本人・保護者

ふりがな 性 別 生年月 日 平成O年OO月00日 生lO歳

本人氏名 B 保護者氏名 oooo

住 所= 〒OOO-)(xxOO-・ …

電話番号 1{愛 の)手帳14劇{平 成O年O月 交付)

教育ニーズ
・OO症 候群による末端の軽いまひがある。

・学習、生活全段を通し、小集団での指導が必要である。

在箱校
OO立 小学校6年O組(級) 学線担任 0000

住 所1〒000-)(xxOO・ ・… 一 電話番号 03-oooo ファクシミリ oooo

前籍校等 小学校1年生までXX小 学校 通常の学級在籍 学級担任 B教論 電話番号 OOOO

雛 灘 鮮 霧、 、弟 藝.蕪 羅灘.徽T'
漁 徽 呂'・ ・ 灘 慰 撫難灘 懇 輪 訂難 、雛 難 舞'欄 ≡

本 人
・勉強溺できるようになりたい.算 数をがんばる。マラソンをがんばる.
・将来はお店をやりたい。(O年4月 本人の作文より)

保護者

・地域の中で、多くの人とかかわりながら生活してほしい.
・中学は、現在の友達関係を継続させてあげたい、
1・将来的に一人で医療磯関とかかわり、自分の障害について理解させたい。
・地域で就労をしたい、(平成O年7月 個人面談)

灘 懸羅離雛灘離雛灘i灘ザ聞"鹸 …'騨羅麟 橿獅 灘離麟 灘霧魏懸 、撚 ・ 煎'籔 羅灘 議
・書宇や生活動作の不自由さを改善する。
・学習の定着、学力の向上
・医療との連携=将来的に自ら医療とかかわれるようにする。

..謹.・ 灘 繍 撒 繋 柵 難灘 讐舞難懸 膿濾i雛 難'卿'購 難醗 雛騨難欝蒙羅 灘 繊 ・・
・末端のまひが原因と思われる生活動作の緩慢さに対する日常生活の指導を行う。

(整理整頓の仕方、身だしなみに対する意識など)
・学校での学習(手と目の協応動作の学習を含む}及び療育、地域での個別学習(塾 など)との連携
・障害について治療及び知識を得る。

灘畿灘i灘議繋講灘 藻懸 羅灘 懇凝灘灘 幾 翻醗 鍵.一 一灘舞鐸灘轟纏灘醗購灘黙 鰯籔蕪灘i、講灘 灘 灘襲
・日常生活の指導を通して、生活動作を改善する。
・人とのかかわりを通して、自己コントロールカを身に付けさせる、
・学習を通して、理解力向上を図る。
・交流では、言葉遣いに注意しながら積極的に参加させる.

!灘 灘皿 可 ・、灘翻鍮 鋸 驚 灘 難蕪 襲難騰霧

家庭生活

顯 姻照 儲 灘
、蝿縄 調齢……灘㎞一一騨謄騰

支援機閣=担 当者:連 絡先:

_宝 樫内…犀・ .,,曽.畠 凸-9. 一

支援機 関=担 当者:連 絶先=

支憎 内肇 ・

余暇・

地域生活

支援擁関lYの 会 撞当者:W連 絡先=

支援内容=個 別学習を通して、学力の向上、目と手の協応動作の改替を図る。
..■曜,.一 一一 ■ ●.-.■ ・ 幽一

支援機関:OOO学 習塾 担当者:T連 絡先:

支援内容:書 写の学習を通して、書宇の技能を高める.★ ワークシートについて学校と連携している。

医療・健康
/
教育相談

支援搬関:心 身障害児発逢療育センクー 担当者;C医 師 連絡先=

支援内容含 医療的な発達診断、本人の障害理解を進め軌 ★2年に1回主治医面談を行い、医療的アドバイスを受ける。
,

支援機関:OO児 童相談所 担当者1D福 祉士E心 理士

支援内客:醍 の手帳の更新、知能検査の実施

辱 騨 【' 一 一一一一 ■一

連絡先:

支援機関:言 語指導(校内にて年4回)担 当者;F言 語聴覚士 連絡先1

支援内容;発 違課題アドバイス、ロ腔内の課題.言語指導 小学校5年生;鼻咽腔の手術を受けた。 ★年4回実施
唖.騒 ・■5・・ 幽・・.・L・ 層

実援機関:旭 当者=連 絡先:

支援内奪=

鵬灘難灘 灘、華灘羅難騨騨羅雛難羅i棄擾婆護議難徽 叢灘鶏携 購 鱗.雛 難懸 驚1騰灘繋欝肇艦繋離 灘
日時4月 参加者)校 長、特別支援教育コーディ

ネーター、担任,交 流学級担任支援先か

らは、資料の提出があった。

協議内蓉・引継事項等 ①各支援先からの資料を基に今年度の支援
体制についての確認を行った。

作成日 平成O年O月O目 く新規⑧ 「〔1回)〉

区・市町村立****学 校長

作 成 担 当OOOO
私は、以上の内容を了解し、写しを支援機関に渡すことについて同意しました。

平成 年 月 日 氏名 oooo
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支援の記録 と評価(裏) (5年 生 か ら6年 生 の記録)

実施時期 担 当 内 容 評 価

HO年4月 《校 内支 援 会 議 》

校 長 、 副 校 長 、 特

別 支 援 教 育 コーデ ィネ
ーター
、全 学 級 担 任

・4年 生 まで の指 導 の経過 を確認

し、担任が提案 した 「個別の教育支

援 計画」につ いての検討 と確認 をし

た。

・交流活動 について、全

職 員 にOO学 級 か ら提

案す る内容 も検討 した。

HO年5月 《家庭訪 問》

学級 全担任、 両親

・家庭訪 問にて学校か ら 「個別 の教

育支援計画jを 提示 し、保護者 と内

容につ いて相談 した。

・嵩学年 にな り、情繕 的

に安 定 して きた ので 、0

0学 習 塾 で 書 宇 の 学 習

を させ た い との意 向 を

受 けた。

HO年8月 《支援機関へ》

Yの 会の臨床 心理

士 、母親、担任

・民 間の療育機 関で あるYの 会 に

て、指導の様子 を観察 した。その後 、

母親 、指 導担当者 と担任 で現在 の課

題 について話 し合 った。

・OO学 級 に入級 して2

年経過 し、学習に対す る

意欲 が 高 ま っ て い る と

の こと。目と手の協応 動

作の改善に向け現在 のB

児 の 実態 に っ い て 話 し

合 った。

HO年12月 《言語聴覚士 との連

携》

F言 語 聴 覚 士 、母

親 、担任

・今年 度3回 目の言語 指導 を受 け

た。鼻咽腔の異状 によるデ メリッ ト

につ いて話 した.F言 語聴覚士 は、

手術 を前提 として受診 を勧 めた.

・母 親 もデ メ リッ トに っ

い て 理解 を し、冬 休 み 中

に 手 術 を す る こ と に な

っ た 。

HO年3月 《校 内支 援 会 議 》

校 長 、 副 校 長 、 特

別 支 援 教 育 コーデ ィネ
ーター、全 学 級 担 任

・前 年度の指導 の評価 にっ いて 「個

別指 導計画」 をもとに評価 を した。

・医療 面での必要 なケア

ー を加 え
、次年度 に生か

す、

HO年4月 《校内支援 会議力 ・次 年度の支援 計画 につ いて確認 、

検討 した。

・支援 機 関 が 増 えた の

で、内容の確認 した。

HO年6月 《医療 との連 摘》

C医 師 、母親 、担

任

・B児 の 通 院 日に 同行 し、医 師 と支

援 計 画 につ い て話 し合 っ た。

・OO症 候 群 について 、

最 新 の 診 断 に つ いて 伺

い、発達特性 を理解す る

上 で の 貴重 な情 報 につ

いて共通理解 を した。
・視 覚 的 な情 報 を整 理

し、指導 に役 立て るよ う

に したい。
・全身の筋力向上 に向 け

ては、現在の指導 を続 け

てい く。

HO年9月 藍支援機 関 との連

携》

QO学 習塾W担 当

さん、担任

・学校公 開 日に担 当のWさ んが授 業

見学 した。現在の書字にっいての実

態把 握 、中学に向けての課題 につい

て話 し合 った。

・ワー ク シー トに っ い て

は 、現 行 の まま で 。漢 字

の 学 習 が 進 ん で き て い

る の で 、書 き順 、作 文 指

導 を丁 寧 に行 う。

HO年11月 《保護者との連携》

就 学相談担 当者

母親、担任

・中学校 の就学相談が始 まった.相

談に際 して、母親 が教育支援 計画 と

個別 指導計画をOOに 提 出 した。

・現在 の実態、保護者 の

希望、本人 の希望 を就学

相談担当者 に伝 えた。次
の 相談 日に判 定 会 が 行

われ る。

一52一



③ 「個別 指 導計画 」 OO立OO小 学校

<障害>OO症 候群 〈諸 検査 の情 報〉 <医学 的情 己慮 事項>>
*田 中 ビネーIQOO{小2) *脳 波 検査 無 ・有(異 常 な し)

*愛 の手帳14度 *体 幹機 能検査 低繋張、肥満 *服 薬 恥 ・有()

*身 障手帳=度 * *健 康 管理:音 改善の手術(小5)

全 ・OO症 候群 のため、手足末端 にまひがあ 重 ☆一つの ことを最後までや り抜 く態度を身 に付 ける。

体 る。 正座 が難 しい。細かな作業 が難 しい, 点
・物を よく見 るよ う意臓す る。

像
書 宇 に課題 ある。
・言語理解力 は高い が、描画は苦手である。
・誰 とで も親 しく話ができる。言葉遣いが

目

標

・低学年 の友達に優 しく接する。
・丁寧な言葉遣い をで きるよ うにする。

乱 暴 である。

項 目 長 期(年 間)目 標 指導の手だて 評価と今後の課題

日 (基本的生落習慣) o身 辺処理

常

生

・衣 服 の着 脱

・洗 面
、 手洗 い

・排 せ つ

・自分 の身 の 回 りの こ と を しっ か り行

う。 工服 の た た み 、 ロ ッカ ー の整 理

身 だ しな み 、 机 の 中の整 理)

・班 長 の 自覚 を もた せ る。 ☆指導継続 中。
ペル トを使 うこと、
プ リン ト整 理 ファ

活 ・食 事 o食 事 イル を活用 させる,

の ・清 潔等 ・マ ナー よ く食 事 をす る
。

・物の上にお皿 を置かない ・まだ左手 が上手に使

指

導

〈集 団生活〉
・あい さっ

・言 葉遣 い
○言葉遣い
・語尾 に気 を付 けて、丁寧語を使 う。

よ うに させ る。

・乱 暴 な 言 葉 にな らな い よ

う、 ～ で す 、 ～ ま す 、 を

えてい ない。
・～です の話形 で話す

こ とは増 えた。
・礼儀 作法 O人 との かかわ り 使 わせ る。
・哺 を守ること ・低学年 とのペア では、最後 まで親 し 。2年 生のO君 の面催 を見 ・ゆ っ く り と分 か りや
・きま特 筋 こと 等 くかかわ り、班長 としての自覚 をも る よ う、 励 ま す 。 すい言葉か け をし

つo て い た。

国 ・聞 く 、話 す ・良 い姿勢で話 を聞 く. ・姿勢保持 を促す。 ☆家庭で音読練習,
・読 む ・抑揚 をつ けて読む。 ・音 読 カ ー ドを使 う. ・文宇練習カー ドは△

証
・書 く ・経験 した事実に感想 を加 えて話す、 ・絵 日記型の作文 を書 く。 △会 と連携 を取る。

口口 ・字 形 を整 え る
。

・丁寧 さを意識 させる。

算 ・紬 の甜 及臓 謄算 ・く り下が りのあ る引き算 を理解する. ・半具体物で問題 を作 らせ ・ま だ、ケ ア レス ミス
・量 と測定 ・時 間の計算 をす る。 る。 筆 算 をマ ス ク ー させ が あ る。

数
・図彩
、麺 園様

・実 務

・100円 の 両 替 を素 早 くす る
。 る。

・ 目常 的 に 考 え させ る .

☆50円 や5円 を使

うこ とを指導 中。

図
1 ・表 現 ・形 を と ら えて ゆ っ く り描 く。 ・個別 に担任が付 き、 よく ・一 っ 一っ 描 か せ る と

画 ・材 料 、 用 具 見 る ことを意識 させ る。 集 中 して できた。
工 ・鑑 賞 ・丁寧に作品 を作 る. ・一 つ 一 つ の 活 動 を確 認 し ☆断 り紙はいい加減
作 て進 め る。 に角 を合 わせ た。
・基本の運動 ・20分 間 で 走 りき る . ・友 達 と競 わ せ る。 ・Oち ゃん と走 る と負

体
育

・ゲ ー ム

・体 づ く り運 動

・ボ ー ル 運 動

・ポール ゲー ムに積極的に参加 する.
-

・三 角 ベ ー スで は
、1塁 手

に す る。

け るまい と集 中が

持続 した。
・ホ㌔層ヤガが上 手 にな

・水 泳等 ・50メ ー トル を泳 ぐ。 ・平泳 ぎの蹴 りを指導す る。 っ た 。

生 〈行 事単元〉 o宿 泊 ・荷物の事前学習 を行 う。 ・山で全体 の先頭 にな

活

単
一

・運動会

・文化祭

・宿泊学習等

・班長 と して班員 にきちん と声かけす

る。全体指示 を聞いて荷物を素早 く

ま とめる。

・遠 足 で 山登 りをす る。 った ことで張 り切

り、集 中 して登 山で

きた。服 のたたみ方
兀 (季 節単元〉 ・山登 りで は、 最 後 まで 歩 く。 がいい加減 だ った。

学 ・七 夕 o運 動会 ・担任がそ ばで声 かけす る。 ・2人 技は補助 したが

習
・正 月 等 ・6年 生 の集団で組体操に参加す る、 集団の動きには遅
〈課 題単元〉 O～ を作 ろ う単元 ・手の動 き、全体 を集 める れ な か っ た。
・調 理 ・作 業を通 して手の使い方を学ぶ 、よ 動きを指導す る。 ・目標 を意 識 し

、最 後
・校 外学習等 りよい もの を 目指す気持ちを もたせ までや り遂 げ るよ

る 。 うに な っ た。

自 ・胡 軌 錠 ・～ 塾 ヘ ー 人 で 電 車 を使 って 通 う
。
・券売機の使い方 を知 る。 ☆家庭 と連携 を図 る。

立 ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ・発声の改善 ・呼気 を高 め る
。 ☆言語聴覚士のア ド

活

動
ヨ ン バイ スを受 け る。

特 ・学級活 動等 ・手 芸 ク ラ ブ ・針
、糸 の 種 類 を工 央す る. ☆家庭の余暇活動へ

別
活

発展 させ る。

動

一53一



(3)中 学校 の事 例1

① 生徒Cの 実櫨

小学校 は通 常の学 校 に在 籍 、小学校1年 生 の時 よ り、週1回 情 緒障 害通 級指 導 学

級 に通級 して いた.中 学校 入 学 と ともに知 的 障害学 級 に入級 した。

生活 面

安 全 ・健康 ・持

ち物 管 理 な ど

社会 性

対 人 関係 ・言語

に よ る意 思 の疎

通 ・交流 の実態

な ど

実 態 把 握 表Oo立oo中 学校
作成 日1平 成O年 ○月O日 記入者lOOOO

担任名

・身 辺 自立は 、おお む ねで きて い る。
・整 理整 頓 が苦 手 で、机 の 中や カバ ンの 中はいつ も雑然 としてい る、
・配布 物 や提 出物 の管理 が難 しい。

・日常 生 活 の 中で の意 思の疎通 は 図れ る.
・自分 の感 情 や 思 い を、順 序立 て て伝 え るこ とが 苦手 であ る。
・集 団生 活 の 中で 、時 間 を守れ な い こ とが頻 繁に あ る。

・反 復的 な数 学 の 計算 や 漢字 の読 み 書 き は得 意 で 、 ほぼ生 活年 齢 相 当

の学力 があ る。
・じっ く り考 え る こ とが 苦手 で 、文 章 の意 味が 理解 で き ない こ とが多

く、数 学 以外 は学 習全般 の遅 れ がみ られ る。
・筆圧 が弱 く、ゆ っ く り と丁寧 な文 字 を書 く こ とが苦 手で あ る。

・独 言 が多 い、
・集 中が 続 か ない た め、 一斉 指導 の 場面 では、 聞 いて い ない こ とが多

い。

・こだわ りか らか 、特 定の友だ ちに対 して 、わ ざ と悪 口をい い、 ケ ン

カ の原 因を 作 るこ とが しば しば あ る。
・今 年 度 よ り、通 常の学級 で数 学 の指導 を受 けて い る。
・将来 は 、親戚 が い る海外 で 、生活 を した い とい う希望 が ある。
・機 械 をい じる こ とが好 きで 、車 の整備 士 の よ うな仕事 が したい と言

つ。
・保 護 者 は、健 康 的理 由 によ り、学 習面 で の協力 は難 しい。
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